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個人が情報を獲得する過程において生じる個人間での情報推薦に注目し，それぞれ
に異なる知識空間を持つ個人の間で情報が共有されることで生じる情報流通を，個人
毎の知識空間の相互推定と，それに基づく情報推薦としてモデル化した．

Information Sharing Model for Information Acquition
based on Inter-personal Recommendation

Koji Kamei†1,†2 and Takashi Matsuyama †1

This paper proposes a model of information sharing, which occurs in individu-
als’ activities for information acquition. The model bases on personal knowledge
spaces constructed for each individual. Both a method for mutual estimation
of the personal knowledge spaces and that for inter-personal recommendation
are described on the proposed model.

1. は じ め に

必要なときに必要な情報を得るということは人間の基本的な問題である．20世紀後半か
らの情報通信技術の発達により，今日，ネットワーク上には膨大な情報が生成され，また容
易にアクセス可能な形で蓄積されるようになった．しかしながら，日々生成される膨大な情
報の中で，本当に必要な情報が逆に見つからなくなっているという現象が発生している．こ
のような状況は「情報洪水」「情報爆発」として指摘されている．
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1990年代半ばのインターネットの普及以前は，現在と比較すれば情報へのアクセスは限
られていたが，限られた量の情報が良好に整理されている状態にあった．1990年代後半以
降，インターネット上での情報発信が容易になったことで，膨大な情報が公開されアクセス
が可能となった．情報が一様に伝達可能になった結果として，まず発信される情報の急速な
増大が発生し，かえって情報の入手が困難になるという問題を引き起こされたた．
このような状況に対して 2つの方向から情報技術が発展した．一つはアクセス可能な情
報を一元的に収集し，整理して提供するウェブ検索技術であり，もう一つは個々のユーザや
ユーザのコミュニティなど，当初は情報を受信し消費する者として位置付けられていた利用
者が生成する情報を蓄積し利用する技術である．これらの技術は，それぞれに発展するとと
もに，相互に連携しながら発展を続けている．
大規模な検索エンジンは増大した情報を整理し到達可能性を高めているが，検索エンジン
が実現する情報獲得のモデルは一様な情報を一様な検索要求に対して返すものである．イ
ンターネットの普及当初，ウェブ上を流通し検索エンジンにより収集・提示される情報は，
当初は企業やマスメディアなどが公開する情報が主であり，蓄積された情報の中から利用者
が必要な情報を検索するという情報獲得モデルには適していたといえよう．そして現時点で
もそのような形態での情報獲得の必要性は小さくない．
しかしながら，個人による情報獲得は，単なる一方向の情報伝達に留まるものではない．
伝達される情報の受け手となる利用者は，単に情報を受けとるだけの端点ではない．情報を
入手したいという意思を持ち．検索エンジンなどを用いてネットワーク中からその情報を探
し出し，その情報を自身のために利用するものである．そのため，情報を受信した個人の活
動は，結果として新たな情報の生成に繋がる．
利用者が情報を発信できる環境・サービスの発展にともない，ウェブ上を流通し検索エン
ジンにより収集・提示される情報の中で，利用者が情報を紹介することで情報が広く伝播す
るという口コミ型の情報伝播は無視できないものとなっている．また，拡散し始めた情報が
検索エンジンなどにより検出されることで，情報の伝播は加速され，瞬時に広く知られるも
のとなっている．このような個人を介した情報の伝播が，大規模なウェブ検索技術を補完す
る情報流通経路として機能すると同時に，また個人により生成された情報も検索エンジンに
より整理されることで，より有用に活用されることとなる．
本報告では，このような情報の伝播の要因となる個人による情報の推薦に注目し，異なっ
た知識体系を持つユーザの集合を対象として，個人間の情報推薦に基づいて情報獲得を実現
する方法を提案する．
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以下，まず第 2節において，異なる知識空間の間での情報の共有をモデル化し，解決すべ
き課題を示す．第 3節では，異なる知識空間の間で共有された情報に基づいて他者のユーザ
プロファイルを構築し，他者から推薦された情報を評価する手法および情報を共有すべき他
者を評価する手法について述べる．第 4節では，情報の共有により成り立つコミュニティに
関する研究と関連づけて，情報の流通とコミュニティ形成支援研究との関連について論じる．

2. 異なる知識空間の間の情報流通モデル

個人の情報獲得において，個人間で行なわれる情報推薦は重要な役割を果している．我々
は多くの情報を他者から受け取り，また受け取った情報を元に新たな情報を創出し，他者に
送り出している．個人が受け取る情報の量は送り出す情報の量に比べて明らかに多く，また
送り出される情報を見ると，全く新たな情報を作り出すよりも，受け取った情報を再利用し
編集したものを送り出すことの方が多い．また実社会において個人はそれぞれに異なる情
報源を持っており，そのため情報リソースは個人の間に偏在し，不均一に分布することにな
る．ここに，個人間の情報流通の一つの姿として，個人の手元に偏在し，不均一に分散され
た情報が，個人間の質問などを通して交換され共有されるという活動を見ることができる．
このような個人の行動に起因する情報の流通は，個人を情報の中継を行なうエージェント
とみなしたマルチエージェント系として捉えることができる．また，個人が獲得した情報を
蓄積し整理する行為を支援するソフトウェアシステムは，個人の行動を支援するパーソナ
ルエージェントとして位置付けることができる．このような観点から，個人が手にするさま
ざまな情報を蓄積し，統合するための機構としてパーソナルレポジトリを中心としたエー
ジェントフレームワークを提案している1)．パーソナルレポジトリは，個々のユーザが読み
書きした電子メールや技術文書，あるいはプレゼンテーション資料などの情報リソースを蓄
積するとともに，それらに対するメタデータも同じく蓄積するものである．ここでいうメ
タデータとは，情報リソースの書誌情報などに加えて，パーソナルレポジトリ上に蓄積さ
れる情報リソースおよびメタデータを対象として，他者との情報共有により成立する個人
のコミュニケーション行動を支援する小規模なソフトウェア群として，パーソナルエージェ
ントの機能を実現するためのフレームワークである．
個々のユーザが獲得した情報が蓄積されたパーソナルレポジトリがそれぞれに存在すると
き，蓄積された情報の集合は各個人の興味の範囲を反映した個人毎に異なる知識空間を構成
する．以下，個人間の情報共有を，それぞれが持つ異なる知識空間の間での情報の共有とし
てモデル化する．

2.1 個人毎の知識空間の構成
個人が獲得した情報を蓄積するパーソナルレポジトリには，各個人の興味の範囲を反映し
た情報の集合が蓄積される．蓄積される情報は，個人がさまざまな方法を用いて獲得したも
のであり，その情報源も個人毎に異なる．例えば日常的に見るニュースサイトやポータルサ
イト，メールマガジンなどから得られる情報は，多くの個人の間でほぼ同時に獲得され，蓄
積されることとなるだろう．一方，専門性の高い情報源において発信された情報や，SNS や
twitter などで個人から発信された情報は，まず限られた利用者だけが獲得することとなる．
個人が直接取得し評価できる情報は，さまざまな要因により限られることとなる．情報を
解釈し評価することに費やせる時間は有限であり，継続的に情報を獲得するために管理でき
る情報源の数も限られる．そのような制約のもとで情報を獲得するために，我々は他者を情
報源として利用した間接的な情報獲得を行なっているといえる．この情報獲得の過程で我々
は他者の知識空間をどのように利用しているといえるだろうか．
以下，本節ではまず個人毎の知識空間の位置付けについて述べ，ついで次節で異なる知識
空間の間の情報共有について述べる．
まず個人の知識空間を，個人が獲得した情報の集合として考える．この知識空間に蓄積さ
れた情報に対して個人が検索などの操作を行なうために，例えばウェブ検索エンジンと同様
にキーワードによる検索を可能とするインデクス構造を考える．自身の知識空間において情
報を検索することにより，自身が過去に獲得した情報や，自動的に収集し蓄積されたた情報
を取得することが可能となる．
ウェブ検索エンジンは膨大な情報を収集しインデクシングしており，少数のキーワードの
組を与えることで膨大な情報の中から有用と思われるページを返すが，この過程において検
索エンジンから見えるユーザの検索要求は，単なるキーワードの組み合わせとしてしか見え
ていない．ここに個人が獲得した情報の履歴や検索要求の履歴を併用することで，上記の知
識空間における検索に相当するパーソナライズ検索が可能となるが，検索エンジンにおいて
実現するにあたっては 2つの問題が生じうる．
一つは個人の情報獲得の履歴を開示することによるプライバシー上の問題である．この解
決策として，上述のパーソナルエージェントを個人が管理する領域で動作させることで，他
者に対して必要以上の情報を開示することは避けることは可能であろう．また一方で，履歴
情報を検索エンジンに開示することで得られる利点と，個人のプライバシー保護とのトレー
ドオフを考えた上で，情報を開示するという判断も可能であろう．したがってプライバシー
に関する問題は回避可能であると考えられる．
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他方，適切な検索キーワードを指定することの難しさは情報検索の研究において以前から
指摘されており，検索要求の拡張の研究が多く行なわれてきた．例えば，類義語のように
複数の単語が共通の意味を持つという関係を利用することで，検索要求の解釈を拡張する
方法がある．例えば，国立情報学研究所において研究が進められた汎用連想検索エンジン
GETA2) は，文書群および単語群の間の類似性を計算する連想計算により，提示したキー
ワードそのものを含まないが関連の高い文書を検索することを可能としている．
このような連想関係を知識空間での検索のためのインデックス構造に導入することを考え
る．連想関係の中には，多くの人々の間で共通に用いられる連想関係とともに，個人の興味
に依存した連想関係も存在すると考えられる．すなわち、個人毎に異なるの知識空間におい
て，個人毎に異なる連想関係を導入することで，個人の知識に特化した検索の高度化が可能
となる．
このような連想検索は，ベクトル空間モデルによる情報検索3) の拡張として位置付ける
ことができる．自然言語処理の分野においては，Schütze4) が，文書コーパス中での単語の
共起頻度から抽出する手法により単語の意味を表現するためのベクトル空間を構築し，単語
の類似関係をベクトル間の距離で表現する方法を提案している．これにより，複数の単語の
集合として表現される文書や検索要求の意味は，用いられた単語の意味を表現するベクトル
の線形和として定義することが可能となる．このような検索手法は，概念に基づく情報獲得
(concept-based information retrieval)と呼ばれる．前述した高野らによる汎用連想検索エ
ンジン GETA2) は，大規模なコーパスに基づいて構築した連想行列を用いて文書群および
単語群の間の類似性を計算する連想計算による検索を実現した一例である．また，笠原ら5)

は，人手で構築したシソーラス辞書に定義された単語間の上位／下位関係を用いて，特徴ベ
クトルの次元を圧縮する手法による概念空間での検索手法を提案している．
同様の手法は，画像検索の分野においては，画像自身の持つ特徴量による検索と並行して
印象や感性に基づく検索の研究として進められてきた．栗田ら6) は，印象を表す単語の組
により表現された検索要求に合致する画像を検索するために，印象語と画像が持つ特徴量
との相関関係を利用する方法を提案している．清木らが提案する意味の数学モデル7) では，
検索語として用いられる印象語と検索対象画像とを射影して連想検索を行なうためのメタ
データ空間を構築し，検索語を射影した結果から求められる部分空間における情報検索を行
なう手法を提案している．文書の検索においては，文書中に含まれる単語から特徴空間を定
義できるのに対し，画像検索においては，対象となる画像の特徴量と検索要求を表現するた
めの語彙とは，人間が受けとる印象により結びつけられる．そのため，これらの提案では，

図 1 異なる知識空間の間の情報検索

印象や感性は個人により異なることを指摘しており，個人の判断に基づいて検索要求を学習
する手法が必要であると指摘している．
パーソナルレポジトリに蓄積された文書集合をコーパスとして概念ベースを構築するこ
とで，個人の知識空間において，個人が持つ連想関係を用いたインデックス構造を導入して
検索を行なうことが可能となる8)．ここで構築されるインデックスの空間は個人毎に異なる
ため，検索対象となる情報と検索キーワードとの類似関係は個人毎に異なることとなる．
ある事柄に興味を持ち他者に対して質問して関連する情報を収集しようとするとき，我々
は他者に対して次の 2 つの効果を期待していると考えられる．
( 1 ) 他者は自身とは異なる情報源を持っているため，自身の手元には届かない情報にまで

検索の対象を広げることができる．
( 2 ) 他者は自身とは異なる連想関係を持って情報を整理しており，自身の判断基準では見

過してしまうような関連情報に気づくことができる．
個人が獲得した情報を蓄積し，個人の連想関係に特化したインデックス構造を導入して構築
した知識空間は，上記の 2つの効果を表現しうる．

2.2 異なる知識空間の間の情報検索
個人毎に異なる連想関係に特化したインデックス構造に導入することで，異なる知識空間
の間では情報の間の類似関係が異なるよう定義される．他者の知識空間に対して検索を行な
う場合，検索語を他者の知識空間にそのまま適用しても，ユーザが望む検索結果が得られる
とは限らない状況が想定される．図 1にこの問題の所在を示す．
ベクトル空間モデルによる情報検索では，検索システムはベクトル空間内で検索ベクトル
を中心とする一定の角度内に配置される文書を取得する．ユーザ Aの知識空間における検

3 c© 2011 Information Processing Society of Japan

情報処理学会研究報告 
IPSJ SIG Technical Report Vol.2011-GN-79 No.12

2011/3/17



Vector Space for A

Requested
Area (1)

Vector Space for B

Retrieved Area (2)

Retrieved Area (7)

1: Query Words

3: Initial Results

5: Feedback
Request

Automated
Evaluation (4)

Relevance
Feedback (6)Q

Q

Q’

7: Results after Feedback

図 2 関連フィードバックの自動化

索ベクトルと検索範囲は，別のユーザ B の知識空間の検索ベクトルと歪んだ要求領域に写
像される．しかし，ユーザ B の知識空間における検索結果は，変換された検索ベクトルを
中心とする一定の角度内に存在する文書である．この領域はユーザ A が望む範囲，すなわ
ち B の知識空間に写像された A の要求領域とは異なるものであるから，A が想定する検
索結果とは異なる文書群を検索結果として返すこととなる．
利用者毎に異なる知識空間が構成されていることにより，A が B に対して情報検索を依
頼したときに得られる検索結果は，単一の検索システムにおける評価基準からすれば不正解
となる場合がある．しかしながら，この特性を適切に利用することができれば，他者の知識
空間を利用して広く情報を獲得することがを可能となる．
単一の検索システムにおいて検索結果として所望の文書が得られない場合，得られた検索
結果に対する評価を用いて検索要求を更新し検索を繰り返す関連フィードバック手法が用い
られる．8) では，関連フィードバックの手法を用いて，異なる知識空間の間での検索要求の
更新を自動化する協調情報検索手法を提案している．関連フィードバックは，通常，利用者
と検索システムの間で行なうフィードバック手法で，検索システムから返された結果に対し
て利用者が人手で正否を判断しシステムにに通知する．ある検索要求に対して他者の知識空
間における検索結果が得られたとき，自身の知識空間において得られた文書と検索要求との
類似度を評価することで，関連フィードバックに必要となる正否情報を得ることができる．
以下，異なる知識空間の間での協調情報検索の手順を述べる．図 2中の番号は以下の各項目
に対応する．

PA は検索者側 (ユーザA)のシステム，PB は情報提供者 (ユーザB)のシステムを表わす．
( 1 ) ユーザ A の要求を受けて，PA は PB に検索語 Q を送信する．

( 2 ) PB は，ユーザ B の知識空間において検索語 Q での文献検索を行なう．すなわち，
ユーザ B の知識空間における検索ベクトル QB に対して近傍に配置される文書集合
を求める．以下，取得した文書集合を D = {D1, D2, . . . , Dn} で表わす．n は検索
結果として得られた文書の個数である．また文書 Di に対応する (ユーザ B の知識
空間における)特徴ベクトルを di で表わす．

( 3 ) PB は文書集合 D を PA に送信する．
( 4 ) PA は受信した検索結果を自身の知識空間中に位置付ける．これは，検索語 Q と文

書集合 D との関連度をユーザ A の知識空間において計算することで得られる．以
下，ユーザ A の知識空間における検索語 Q と文書 Di の関連度を RA

i で表わす．
( 5 ) PA は文書集合 D 中の各文書に対する評価を PB に返す．ここでは，前述の RA

i を
用いて，その関連度に応じて正否のラベルを付ける．すなわち文書 Di に対する PA

の評価 RA
i を適当な閾値で 2 値化した数値 Ji ∈ {0, 1} を PB に送信する．

( 6 ) PB は関連フィードバックの手法を用いて検索ベクトルを修正する．更新後の検索ベ
クトルを Q′

B を，元の検索ベクトル QB および文書集合に対するユーザ A からの
評価 Ji と文書の特徴ベクトル di を用いて，以下のように求める．

Q′
B = αQB + β

n∑
i=1

(Ji − γ)di. (1)

ここで α, β は更新の重み付けを行なう定数であり，γ は負例に対するペナルティを
表わす項である．

( 7 ) PB は新たな検索ベクトルを持ちいて文書を取得し，PA に送信する．
( 8 ) 検索結果が条件を満たすまで手順 4 から 7 を繰り返す．

2.3 異なる知識空間の間の情報共有
9) では，異なる知識空間の間で情報が共有されたときに，その知識空間において生じる変
化について述べている．図 3は，利用者 Aと利用者 B の間で情報が共有されたときに生じ
る知識空間の変化をモデル化した図である．図中の 2つの円で示した領域はそれぞれ A, B

の 2者の知識空間を模式的に示しており，知識空間の中心部ほど利用者の専門性や興味が高
く，周縁部になるほど低くなるとする．
検索による情報の獲得を考えるとき，利用者による検索要求の表現の可否について以下の
ように仮定する．
( 1 ) 利用者は，知識空間の中心部に位置する専門性や興味については，言語化して明確に
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図 3 2 者間での情報推薦モデル

表現することができると考えられる．すなわち，いくつかの検索語の集合で表現する
ことができるので，インターネット検索エンジンなどを用いて検索し，必要なコンテ
ンツを入手できる．

( 2 ) 一方で，知識空間の周縁部に位置する専門性や興味については，利用者は有用なコン
テンツが何かを正確に表現することはできない．しかし，提示されたコンテンツを視
聴すれば，そのコンテンツの有用性を判断することはできる．この領域については検
索エンジンなどを用いて所望のコンテンツを入手することはできない．

この仮定の元で，情報の推薦を受けた場合に生じうる現象は，知識空間の補強，知識空間の
拡張，推薦情報の棄却の 3つに分けて考えることができる．
知識空間の補強 受け取ったコンテンツが利用者の知識空間の内側に位置づけられる場合
は，その人の専門性や興味に合致したコンテンツであり，既に構築されている自身の知
識空間が補強されるとして受け入れることができる．検索エンジンを用いた情報獲得も
この範疇に含まれ，利用者は自らが欲している情報を検索語として表現できる程度に把
握しているといえる．

知識空間の拡張 受け取ったコンテンツが利用者の知識空間の周縁あるいは近傍に位置する
場合は，その人の専門性や興味を拡張するコンテンツとして受け入れることができる．
通常，このような知識空間の周縁を特徴語等で表現することは，本人にとっても難しい
といえる．したがって，この領域のコンテンツを検索語を用いて検索することは困難
であり，情報推薦等の半ば強制的な手段によって目の前にコンテンツが提示されて初め
て，欲しい情報であるかどうかの判断が行える．前節の協調情報検索が成立するのは，
このような範疇の情報だといえる．

推薦情報の棄却 受け取ったコンテンツが利用者の専門性や興味とかけ離れている場合は，
無駄なコンテンツの視聴と棄却作業を利用者に強いることになる．情報知識空間の拡張
と同様に協調情報検索により判断可能であるが，このような情報の共有は出来る限り避
けることが望ましい．
以下，図 3を参照しながら，他者から情報を獲得した際の流れについて述べる．

Step 1: 情報を推薦する利用者 Aは，他者から受け取った，あるいは自身で作成・発見し
たコンテンツを，推薦先の候補となる他者の知識空間との類似度で評価し，当該コンテ
ンツを推薦するのに適当であると思われる利用者 B を決定する．図 3では，コンテン
ツ xが利用者 B の知識空間の周縁に位置すると推定したので，xを推薦する相手とし
て利用者 B が適当であると判断する。

Step 2: 利用者 Aは利用者 B に当該コンテンツを推薦する．ここで，推薦を受ける利用
者 B は 1 名に限定される必要はなく，複数の利用者にコンテンツを推薦する場合は，
推薦を受ける個々の利用者において以下の Step 3の処理が並列に展開される．

Step 3: 利用者 B は，利用者 Aから推薦されたコンテンツを受信し，受け入れるか否か
の判断をする．受け入れると判断した場合，知識空間を再構築することで，既存の知識
空間の一部が補強される，あるいは，推薦されたコンテンツを含むように知識空間が拡
張される．特に，知識空間が拡張される場合には，被推薦者 B がこれまで専門性が低
かった領域に関して，従来の情報検索では困難であったコンテンツの取得ができたとい
える．

Step 4: 知識空間が再構築された事によって，これまで利用者 Aの知識空間から離れて
位置していたコンテンツ y が，Aの知識空間の周縁に移動する場合が考えられる．こ
のような場合，先程とは逆の方向で，利用者 B から当該コンテンツ y を利用者 Aに向
けて推薦するという現象が発生し得る．
異なる知識空間の間で生じる情報推薦による情報の共有は，上記のようにモデル化され
る．このような情報共有を行なう他者を発見するための手法として，3節では情報共有のた
めのユーザプロファイルの構成方法について述べ，また 4節では情報共有とネットワークコ
ミュニティとの関連について述べる．

3. 共有された情報に基づくユーザプロファイリング

個人毎に異なる知識空間を持つことを前提とするとき，両者の知識空間が類似している場
合には，ある文書間に関連するものとして送り手から推薦されたコンテンツは，元のコンテ

5 c© 2011 Information Processing Society of Japan

情報処理学会研究報告 
IPSJ SIG Technical Report Vol.2011-GN-79 No.12

2011/3/17



ンツとの類似性が高いものとして判断される可能性が高い．これは，両者が専門性や興味
を共有している場合に相当し，相互に共有している知識を補強する事例として位置づけら
れる．
一方，両者の知識空間がそれほど類似していない場合には，推薦を受けたコンテンツは受
け手の側においては元のコンテンツとの類似性が低いものとして判断される可能性がある．
このようなコンテンツは，必ずしも受け手の現時点の興味に合致するものではないが，そ
のコンテンツはそれ自体が受け手の専門性や知識空間の拡張に繋がるとともに，受け手か
ら見た送り手の専門性に関する知識を与えるものとなる．このようにして，情報の共有は，
互いの知識空間を相互に推定するための手掛りを与えることとなる．
提案するモデルにおける個人間の情報共有とは，二者が単にその情報のコピーを手にする
だけではなく，両者の間でその文献の有用性についての認識が得られることであると考え
る．情報の有用性は個人毎に異なるものであるが，知人との間であれば相手にとって有用で
あろう情報を推薦することが可能である．また知人からの推薦を受けて個人はその情報の価
値を推定することが可能である．
各利用者は他者より自らとは異なる視点からの情報の推薦を受けることで，新たな知識を
獲得して自身の知識空間を拡張する．このとき同時に，他者が興味を持つ情報の範囲につい
ての情報を得ることができる．すなわち，自身の知識空間の領域に対応付けて他者の興味の
範囲を表現することにより，個々の知識空間において他者のユーザプロファイルを構築する
ことが可能となる．
ユーザプロファイルは，ユーザが獲得したい情報の特徴を表現したものであるが，一般に
は，情報の送り手である検索サービスやポータルサービスの側からユーザの興味やユーザ自
身の特徴を表現するものとして用いられる．コンテンツに基づくフィルタリングに向けた
ユーザプロファイルの獲得に関して，10) では既存技術においてユーザが明示的に興味を入力
することの負担や，興味の変化への適応性が問題となることが指摘されている．また11) に
おいても，ユーザの負担が問題であるとして，協調フィルタリングアルゴリズムを改良する
ことで，ユーザに負担の無いユーザプロファイルの獲得手法を提案している．
本報告のモデルに基づくユーザプロファイルの構築に関しては，8) において，利用者の間
で共有された情報に基づいて，直接に情報推薦を行なう関係にある他者のみを計算の対象と
して，各個人毎の知識空間に限定される範囲で文書と他者のユーザプロファイルを構築する
手法および，構築したユーザプロファイルを用いて情報を推薦して共有する相手を決定する
方法について提案した．研究所内の 5 名が受信したメールおよび閲覧したウェブページか

らユーザ毎の知識空間を構築し，この知識空間に含まれる文書のうち，複数の利用者間で共
通して蓄積されていた文書群を用いて相互にユーザプロファイルを構築した．このプロファ
イルを用いた情報推薦の精度を評価するために，すでに共有されている文書を対象として相
互に推薦するか否かを判定するシミュレーションにより，利用者間での推薦の精度が利用者
間の関係に応じて異なり得ることを確認している．

4. 情報の共有に基づくコミュニティの形成

他者から情報を獲得するにあたり，コミュニケーション手段としてのインターネットは他
者および集団との間の情報交換を促進し，結果としてネットワーク上には情報を介して繋
がる人々のコミュニティが存在している．検索エンジンが，世界中に存在する情報を一元的
に集約し整理する機能を提供するのに対し，コミュニティは人々が情報交換する活動を通し
て情報を生成する機能を提供していると言える．本節では，このようなネットワークコミュ
ニティに関する研究や，情報共有技術を概観し，本論文が対象とする個人間の情報共有とコ
ミュニティとの関連を位置付ける．
ネットワークコミュニティを支援する技術について，梅木は明示的コミュニティと暗示的
コミュニティに分類した説明を行っている12)．明示的コミュニティとは，だれから見ても同
じ明示的な「場」を設定し，人々がそこにアクセスすることで情報交換が行われるものであ
る．明示的コミュニティにおいては，コミュニケーションはその「場」を訪れた人々の間で
発生する．そのためにはあらかじめそのような「場」が設けられていることが必要である．
近年では，大規模な質問応答 (Q&A)コミュニティがそのような特性を持つといえるだろう．
明示的コミュニティと補完的な概念として，梅木12) は暗示的コミュニティを「ユーザの
興味や関心の潜在的共通性などの特徴を共有し，実質的な相互作用を行う情報源としての
人の集合」と定義している．映画や音楽のようにユーザの選好が重要な意味をもつ分野で
の情報の推薦に適した協調フィルタリングは，暗示的コミュニティを活用した好例である．
ここでは，個人による選択という情報を交換することが，集団にとっての利益へとつながっ
ている．本報告で述べるような情報共有は，暗示的コミュニティの一種であると位置付けら
れる．また，人々が境界が明確でない状態から情報共有を行なう相手を発見する過程は，暗
示的コミュニティと明示的コミュニティとの橋渡しとなる，コミュニティ形成支援の一貫と
して考えることができる．
ネットワークコミュニティの支援に着目した研究は，マルチエージェント研究の分野に
おいて 1996 年頃から提案されている．会議や展示会場などの実世界での行為とネットワー
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ク上で情報交換を関連付けるものとして，国際会議 ICMAS’96 において参加者の交流を支
援する実験システムとして提案された西村らの Community Viewer13) や，角らの C-MAP

展示ガイドシステム14) が挙げられる．これらは，「同一の対象に興味をもっていること」が
ユーザの相互関係を定義し，また「たった今アクセスしている」という情報を伝えることで
他のユーザの存在感を強く感じさせることに成功している．一方，ネットワーク上での情報
交換に着目した場合においても，同一の対象に興味を持つユーザの間の繋がりを提示する
ことで，コミュニケーションが成立する集団を抽出する研究が行なわれた15)16)．本報告に
関連する Community Organizer16) では，既に提示されているいわば静的な情報を媒介と
してユーザ同士を結び付けるだけでなく，提示された情報に対する反応としてユーザが発す
るメッセージが更に媒介となりユーザ同士を結び付けることを目指したコミュニケーション
ツールとしての側面を併せもつ情報提示手法を提案している．
ユーザ同士の結び付きを明示的に表現したものとして，2003年頃より，個人間の人間関
係をリンクとして表現し探索可能としたソーシャルネットワークシステム (SNS)と呼ばれ
るサービスが出現し，発展している．初期の SNS が実現したものは個人間のリンクの表現
と探索であったが，構築されたリンクの上でリアルタイムの情報交換や推薦が行なわれるこ
とにより，結果として，利用者が発信した情報が，ソーシャルネットワーク上で口コミとし
て伝わり得るような情報伝播モデルが成立し，情報共有の基盤として発展している．口コミ
などに代表される伝播による情報流通の研究は，近年いくつか見られる．竹内ら17) はユー
ザの関連性に基づいた情報伝播モデルを提案しており，伝播によるフィルタリングをヒュー
マンネットフィルタリングと呼び，実験を通して個人間の情報伝達力の評価を行っている．
本報告提案した情報流通モデルは，個人間で相互に行なわれる情報の推薦を通して構築さ
れる個人間のネットワークにより，個人の知識を活用した情報流通の実現を目指すものであ
る．特に個人が蓄積した情報を交換する過程は，ネットワークの構造は P2P による情報交
換と関連づけることもできよう．本研究のように相互に情報を推薦する関係を維持するため
には利用者間では相互に相手を認識できる必要があり，少なくとも相手を同定できるという
点で匿名性を排除する必要がある．また，情報に対する評価を交換することで情報の流通を
実現することから，情報の中継には利用者の積極的な関与を必要とする点が特徴となる．

5. お わ り に

本報告では，個人が情報を獲得する過程において生じる個人間での情報推薦に注目し，そ
れぞれに異なる知識空間を持つ個人の間で情報が共有されることで生じる情報流通を，個人

毎の知識空間の相互推定と，それに基づく情報推薦としてモデル化した．
ベクトル空間モデルによる検索の拡張として提案されている連想検索手法に基づき個人
毎に知識空間を構築することで，個人の興味を反映した情報検索が実現できる．また，異な
る知識空間の間での情報検索により生じる検索結果の差異を利用することで，他者の知識を
利用した情報の獲得が実現できるとともに，情報の共有を通して他者の興味を推定すること
が可能となる．
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